
お知らせ
記者発表資料

配  付  日 令和 ８年 ２月２６日

Ｒ８温井ダム地域振興のための放流（観光放流） 

が始まります！ 

～大人気！ 中位標高放流設備からの放流～ 

 温井ダムの中位標高放流設備からの放流は、春の水位低下放流時には多くの 

方に来場いただき、ダム周辺地域の賑わい創出に繋がっているところです。 

温井ダムでは、水の恵みの最大化等流域総合水管理の観点からハイブリッド 

ダムの取組を深化させ、治水容量への流水の貯留量を増やし水力発電の増電に 

加え、地域振興のための放流等でも貯留した流水を活用する水位運用高度化操作

の試行を令和７年９月から実施しております。（別紙「参考」参照） 

令和８年度は４月から１１月までの間で地域振興のための放流を実施する 

こととしており、年間放流スケジュールを作成しましたのでお知らせします。 

なお、地域振興のための放流は、全てダム直下の減勢池に一時的に貯留し、 

減勢池からの放流を含めダム下流で必要な水量を安定的に放流しております。 

〔放流設備〕中位標高放流設備 

〔放流日〕別紙「2026 年(年間) 温井ダム中位標高放流設備からの放流」参照。 

 堤体エレベーターは混雑が予想されますので、余裕をもってご来場ください。

 下流広場では水しぶきが舞い上がりますので、雨具の持参をお勧めします。

 気象や河川,ダムの水量の状況により、急遽な放流の中止や放流スケジュールの変更

をする場合があります。その場合は、HP・X(旧 Twitter)でお知らせします。

＜問い合わせ先＞

国土交通省 中国地方整備局 温井ダム管理所

TEL ：０８２６－２２－１５０１（代表） 
HP  ：https://www.cgr.mlit.go.jp/nukui/index.htm  

管理所長 浜田
は ま だ

 健一
けんいち

（内線２０１） 

【担当】専 門 官 前川
まえかわ

 和広
かずひろ

（内線３３０）

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ

X はこちら 
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左のカレンダーに示す放流
スケジュールに変更がある
場合は、温井ダムホームペ
ージ と SNS Ｘ(旧Tｗｉｔｔ
ｅｒ)でお知らせします。

※減勢池

中位標高放流設備

温井ﾀﾞﾑ
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

Ｘ (旧Twitter)

２０２６年（年間） 温井ダム中位標高放流設備からの放流

※ 放流した水は、いったん
減勢池に溜めるので、
下流河川が急に増水す
ることはありません。

国土交通省 温井ダム管理所

下流広場

しわい階段
高低差：約100m

地下エレベーター
高低差：約120m

見学トンネル
長さ：約200m

別紙

青 ： 定期放流（毎週金曜日）

桃 ： イベント放流など

★は日程調整中のイベント放流予定
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先
温井ダム中位標高放流設備からの放流

テレビなどでも紹介

放流にあわせて
管理用階段を開放

毎春、洪水期に向けて温井ダムの貯水位を洪水貯留準備水位まで低下させるために、中位標高放流
設備からの放流を行っており、多くの方にご来場いただいております。

温井ダムでは、水位運用高度化操作により貯留した流水も活用して放流を行い、温井ダム周辺地域の
賑わいづくりに貢献します。

参考
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水災害による被害の最小化
＋

水の恵みの最大化

流域治水×水利用

＜利益相反の例＞
治水面ではダムの水位は低い方が望ましく

利水面（発電）では高い方が望ましい

＜相乗効果の具体例＞
治水機能の強化と水力発電の促進を

両立するハイブリッドダムの取組

治水容量

利水容量
（発電容量等）

洪水前に貯水位を低下
（事前放流等）

雨が予測されない場合
貯水位を上昇（運用高度化）

気象予測を活用したダム運用の高度化

・洪水期１３７日の内８４日（約６割）試行による貯留を実施
・治水容量に貯留した流水を水力発電の増電等に利用

令和7年の温井ダム水位運用高度化操作試行状況 【参考】ハイブリッドダム
参考

洪水期（6/11 ～ 10/25）
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水管理・国土保全局の取組（２） ～ 流域総合水管理への展開 ～

○ 治水に加え利水・環境も流域全体であらゆる関係者と協働して取り組むとともに、流域治水・水利用・流域環境間の「相乗
効果の発現」「利益相反の調整」を図るなど、流域治水・水利用・流域環境の一体的な取組を進めることで「水災害による
被害の最小化」「水の恵みの最大化」「水でつながる豊かな環境の最大化」を実現させる「流域総合水管理」を推進する。

流域総合水管理の範囲

治水・利水・環境間の「相乗効果の発現」
「利益相反の調整」により取組効果を最大化

治水に加え利水・環境の取組についても
流域全体であらゆる関係者が協働する取組に発展

流域総合水管理の取組を
全国109の一級水系において、

各水系の特性を踏まえつつ順次展開

利⽔×環境

治⽔×環境治⽔×利⽔
治⽔と環境で整備時の配慮事項が
異なる中での効果最⼤化 等

治⽔と利⽔（発電）で望ましいダムの
⽔位が異なる中での効果最⼤化 等

・安定的に水を供給する
・貴重な水資源を有効活用する
・国産でクリーンな電力を増やす

水の恵みの最大化

(背景)
2050年 CN実現
気候変動（渇⽔）
産業構造の変換
⼈⼝減少 等

水でつながる豊かな環境の
最大化

・自然環境を守る・創る
・人も自然もつなぐ
・豊かな水環境を創る

(背景)
2030年NP実現
気候変動（渇⽔）

利⽔と環境で望ましい流況
が異なる中での
効果最⼤化 等

流域治水

・氾濫を減らす
・対象を減らす
・早く復旧する

水利用 流域環境

流域全体、あらゆる関係者で、 流域全体、あらゆる関係者で、

流域総合水管理
○治水・利水・環境間の「相乗効果の

発現」と 「利益相反の調整」を図る
○利水・環境についても流域全体で

あらゆる関係者と協働して取り組む

水災害による被害の最小化

流域全体、あらゆる関係者で、

(背景)
気候変動（洪⽔・⾼潮等）

令和８年度予算の概要

参考

5




